
ジャック ・ティポーは生来の陽気さに加え、機知に富み、オ あるユーモ

アに溢れ、親切心と誠意を兼ね備えたヒューマニティ溢れた人柄で、多くの

人々に愛された。弟子のヘン リック ・シェリングは、ティボーの生前 《この

すばらしい人は、節度、上品さ、魅力、 教育の天賦のオ能の全てを持ってい

た。彼は今日でも、現存するフランスの最高のヴァイオ リニス トとして、な

お私の心の中に残っている〉と述べている。

この本は 4つの蹂に分かれ、第 1章ジャック ・ティポー年譜は、日付を追

って彼の略伝を記し、死ぬまで現役梱奏家として世界各地で活躍した足跡を

たどり 、第 2章ジャック ・ティボー ・イン ・ンヤノぐン'/ま、 II召矛I]3'. 勺：：：(1928勾司

と昭和11年(1936年）の 2度、わが国を訪れた在日中の記録と戦後昭和28年

(1953年）、 3度目の来日途上に起
てん菰つ

た飛行機事故による悲閲的な死の碩末、

第 3路は約半世紀におよんだ彼の録音歴をたどる出来るだけ詳細なディスコ

グラフ ィと作曲家別1lh目索引、 第 4路はわが国で発売 れたティボーに関す

る文献 ・資料の一院と参照した参考外国文献を掲載した。

'--の拙作が世のティポー ・ファンや研究者の皆様に、少しでもお役

にたつならば幸いである。

なお、

1993年早春

練馬 ・大泉の里にて
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凡 例

1. この本で参考にした和文文献 ・賀料の中には、戦前の旧字体、旧かなづ

かいのものがかなり 多いので、引用する場合には、常用談字、現代かなづ

かいに改めた個所があります。

2. 人名、 曲名についても、現在通用されているものに改めた。

3. 参考文献 ・賀料の表示については、和文の場合は例えば ［文献 ・和ー12]、

外国語の場合には ［文献 ・洋ー5]のよ うに記した。



述懐を見ても、明る＜ 、気取らない性格であり、生まれつき親切心に溢れて

いた。 世界中へ演奏旅行を行う余暇の乏しい生活の中でさえ、友人の世話を

やき、将来有望な若者に対する助力を少しも惜しまなかった。彼に会った

人々は、オ気溢れるユーモアと機知、気前の良さと思いやりに感動し、たち

まち彼のとりこになったという。

第2次大戦後の昭和28年0953年）、荒廃したわが国がやっと再建の途につ

始めたころ、親日家のティポーは17年ぶりに来Uすることとなった。 前年

の12月4日づけ読売新聞夕刊紙上に来1::1受諾の記事がのって以来、彼のファ

ンは、一円千秋の思いで派奏会の日を待ち望んでいた。私は当時、東京駅八

重洲n近くの会社に勤めていたが、9月2日夕刻、ティボー遭難の報に接し

叫然自失、夢遊病者のように銀座まで歩き続けたことが、 40年を経たいま

でも昨日のことのように思い出す。西條卓夫氏がティポーの訃報に接したと

き、 〈私は悲しさを通り越していたのである。 二「1経った今でも、音楽への

俯熱が一切、さめ果てたような気がしている……。〉と述べられているが、

全く同感で、それほどティポー ・ファンにとってこのアクシデン トによるシ

ックは大きなものであった。しかし、彼の数々の名演がレコードに残され

ているので、我々はいつでもどこでも好む時に鑑此出来るということは、 何

という幸福であろうか。この頷い稀な芸術家ジャック ・ティボーに永遠の栄

光あれ ！

この本の就筆にあたり 、EMIMusic Archives, Hayes, 東芝EMI株式会

社を始め、数多くの方々からご指羽、ご助力を賜った。ここに深甚なる感謝

の意を表する次第である。とくに外国文献では、最も実証的なクリスチャ

ン・ゴーボール／ジェラール ・ドゥリュー両氏共著の 『ジャック ・ティボー』

を参考にした。

また出版に際し、編集上の示唆を数々いただいた原浩一郎氏に心から御礼

1-tし上げる。
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